
令和７年度 シラバス 

教科名 国語 科目名 現代の国語（１年次） 単位数 ２ 

授業形態 講義 

選んで 

ほしい生徒 
 １年次全員 

科目の目標 

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や

想像力を伸ばし、心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、国語を尊

重してその向上を図る態度を育てる。 

身に付けて 

ほしい学力 

・ 社会人として生活するために必要な国語の能力の基礎 

・ 言葉を通して他者や社会と関わろうとする態度 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】 

  ことばをひらく 日本語を使いこなす 

  わかりやすく説明する  

聞く力を育む 

【２学期】 

  論理を読み取る 伝え合いのレッスン 

  説得力を高める 情報と向き合う 

【３学期】 

  他者を動かす 

  社会に目を向けて 

 

 

 

・表現や理解の基礎となる語･語彙･文法･漢字

を学習する。 

・評論・随想などの読み方を学習し、文章読

解力を養成する。 

・グラフや図を的確に読み取る力を養成す

る。 

・論理的に考える力を伸ばし、他者との関わ

りの中で伝え合う力を高める。 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・言葉の特徴やきまり、漢字など

について理解し、知識を身に付

けている。 

・文章や図、グラフを的確に読み

取る力や相手や目的、意図に応

じた適切な表現による文章を

書く力を身に付けている。 

・目的や場に応じて的確に聞き

取ったり、話し合ったりして、

自分の考えをまとめている。 

・話し言葉の特徴を踏まえて話

すなど、相手の理解が得られる

ように表現を工夫している。 

・言葉を通じて積極的に他者や

社会に関わったり、学習の見

通しをもって思いや考えを

広げたり、深めたりしなが

ら、言葉を効果的に使おうと

する。 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、課題等の提出物を総合的に判断して評価を行

う。 

学習の 

アドバイス 

１ 授業を大切にし、復習する習慣を身に付けましょう。 

２ 提出物は必ず期限を守って提出しましょう。 

３ 授業中に他の発言を聞いたり自分の考えを発表したりすることも、大切な活動です。 

教材費 
学習課題集６９３円（税込み） 漢字テキスト ６２７円（税込み）（３年間使用する） 

問題集 ６６０円（税込み）  

その他 教科の基本的な科目で、共通必履修科目です。 



令和７年度 シラバス 

教科名 国語 科目名 言語文化（１年次） 単位数 ２ 

授業形態 講義形式 

選んで 

ほしい生徒 
１年次全員 

科目の目標 

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想

像力を伸ばし、心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重

してその向上を図る態度を育てる。 

身に付けて 

ほしい学力 

・ 社会人として生活するために必要な国語の能力の基礎 

・ 様々な言語文化に対する関心 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】 
  現代文１  

  古文１  漢文１ 

【２学期】 

  現代文２ 現代文４ 現代文５ 

  古文２  漢文２ 

【３学期】 

  現代文６ 

  古文３ 

・表現や理解の基礎となる語･語彙･文法･漢字

を学習する。 

 

・随想･小説・評論などの読み方を学習し、文

章読解力を養成する。 

 

・古文や漢文を学習する上での基本的な事柄

を身に付け、言語文化への興味を養う。 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・伝統的な言語文化及び言葉の

特徴やきまり、漢字などにつ

いて理解し、知識を身に付け

ている。 

・目的や場に応じて効果的に話

したり、的確に聞き取った

り、状況に応じた文章を書い

たりすることで、自分の考え

をまとめ深めている。 

 

・国語で伝え合う力を進んで高

めるとともに、言語文化に対

する関心を深め、国語を尊重

してその向上を図ろうとす

る。 

 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、課題等の提出物を総合的に判断して評価を行

う。 

学習の 

アドバイス 

１ 授業を大切にし、復習する習慣を身に付けましょう。 

２ 提出物は必ず期限を守って提出しましょう。 

３ 授業中に他の発言を聞いたり自分の考えを発表したりすることも、大切な活動です。 

教材費 学習ノート 737円（税込み） 

その他 教科の基本的な科目で、共通必履修科目です。 



令和７年度 シラバス 

教科名 国語 科目名 論理国語（２年次） 単位数 ２ 

授業形態 講義形式 

選んで 

ほしい生徒 
四年制大学への進学を希望する文理コースの生徒 

科目の目標 

論理的な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、

考え方を深め、進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育て

る。 

身に付けて 

ほしい学力 

１ 読解力、思考力 

２ 情報を収集し、活用して表現する力 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

（教科書のⅠ部の教材を学習します。） 

【１学期】 

１ 論点を整理するために 

２ 正しく推論するために 

【２学期】 

３ 事例の意味を探るために 

４ 構成を吟味し説得力を高めるために 

【３学期】 

５ 信頼性を吟味するために 

６ 隠れた前提を探すために 

・人間、社会、自然などに問題意識を持ち、自

己の考えを深める。 

・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方

について理解を深める。 

・自分の考えを論理的に表現するための基礎を

作る。 

・個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味

し、自分の主張が的確に伝わる文章を作成す

る。 

 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・実社会に必要な言葉の特徴や

きまり、漢字などについて理

解し、知識を身に付けてい

る。 

・論理的、批判的に文章を読み取

ったり、目的に応じて幅広く読

んだりして、自分の考えを深

め、発展させている。 

 

・国語で伝え合う力を進んで高

めるとともに、国語を尊重し

てその向上を図ろうとして

いる。 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、課題、提出物等を総合的に判断して評価を行

う。 

学習の 

アドバイス 

１ 論理的な文章や様々な事柄に興味を持つことが大切です。文章を何度も読み、自ら考える

ことを惜しまないようにしましょう。 

２ 漢字や語句に関しては、継続した学習が効果的です。 

３ 課題等の提出物は期限を守り提出しましょう。 

教材費 学習課題ノート748円（税込み） 問題集748円（税込み） 問題集1,100円（税込み） 

その他 特になし 



令和７年度 シラバス 

教科名 国語 科目名 文学国語（２年次） 単位数 ２ 

授業形態 講義形式 

選んで 

ほしい生徒 
四年制大学への進学を希望する文理コースの生徒 

科目の目標 
言葉による見方考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資

質・能力を育成する。 

身に付けて 

ほしい学力 

１ 読解力、思考力 
２ 情報を収集し、活用して表現する力 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

（教科書のⅠ部の教材を学習します。） 
【１学期】 
１ 明日をひらく 
２ 小説を楽しむ 
古典の世界１ 
３ 詩を味わう 

【２学期】 

４ 名作を読む 

古典の世界２ 

５ 社会に生きる 

古典の世界３ 

読書の広場 

【３学期】 

６ 表現を味わう 

古典の世界３ 

恋のうた 

・随想を読んで、人生や自然について考えを深

める。 

・人間、社会、自然などに問題意識を持ち、自

己の考えを深める。 

・登場人物の人物像や心情の推移を読み取る。 

・小説の展開を丁寧に追って作品の主題に迫

る。 

・自分の考えを論理的に表現するための基礎を

作る。 

・詩や短歌・俳句の鑑賞方法を習得する。 

・様々な文の形式や書き方を理解し、ポップ

を作成する。 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・生涯にわたる社会生活に必要

な国語の知識や技能を身に

付けるとともに、我が国の言

語文化に対する理解を深め

ようとしている。 

・深く共感したり豊かに想像し

たりする力を伸ばすととも

に、創造的に考える力を養

い、他者との関わりの中で伝

え合う力を高め、自分の思い

や考えを広げたり深めたり

している。 

・言葉が持つ価値への認識を深

め、生涯にわたって読書に親

しみ自己を向上させ、我が国

の言語文化の担い手として

の自覚を深め、言葉を通して

他者や社会に関わろうとし

ている 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、課題、提出物等を総合的に判断して評価を行

う。 

学習の 

アドバイス 

・課題を提出期限内に提出しましょう。 

・「考えること」「書くこと」を惜しまず、自らの世界を広げる努力をしましょう。 

教材費 
学習ノート 748円（税込み） 文法テキスト737円（税込み） 文法問題集583円（税込み） 

問題集 748円（税込み） 

その他  



令和７年度 シラバス 

教科名 国語 科目名 古典探究（２年次） 単位数 ４ 

授業形態 講義形式 

選んで 

ほしい生徒 
文理コースの４年制大学進学希望者で、古典や日本文化に高い関心を持つ生徒 

科目の目標 
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して国語で的確に理解し、効果的に表現す

る資質・能力を育成することを目指す。 

身に付けて 

ほしい学力 

１ 生涯にわたって古典に親しみ、日本文化に対する関心を深める教養。 

２ 基本的な古典の知識の習得、読解力。 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】 
説話に親しむ 故事 

随筆を読む 

【２学期】 

 作り物語を読む 漢詩 

 和歌の世界 

【３学期】 

 日記を読む 史記を読む 

・古文や漢文の基礎的な読みや言い回しに親

しむ。 

・現代人と古代人の違いや共通点に注意しな

がら不易と流行について考える。 

・古典を読み味わい、自らの感性を磨く。 

・歴史と古典とのつながりを意識し、我々が

文化や歴史の中で生きていることを漢文や

古文を通じて考える。 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・生涯にわたる社会生活に必要

な国語の知識や技能を身に

付けるとともに、我が国の伝

統的な言語文化に対する理

解を深めることができるよ

うにしようとしている。 

・論理的に考える力や深く共感

したり豊かに想像したりす

る力を伸ばし、古典を通した

先人のものの見方、感じ方、

考え方との関わりの中で伝

え合う力を高め、自分の思い

を広げようとしている。 

・言葉が持つ価値への認識を深

めるとともに、生涯にわたっ

て古典に親しみ自己を向上

させ、我が国の言語文化の担

い手としての自覚を深め、言

葉を通して他者や社会に関

わろうとする。 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、課題、提出物等を総合的に判断して評価を行う。 

学習の 

アドバイス 

・課題を提出期限内に提出しましょう。 

・普遍的な人間の営みに注目し、変わっていくものと変わらないものについて考えましょう。 

教材費 学習課題ノート 680円（税込み）  問題集 682円（税込み） 

その他  



令和７年度 シラバス 

教科名 国語 科目名 文学国語（２年次） 単位数 ２ 

授業形態 講義形式 

選んで 

ほしい生徒 
総合コース全員 

科目の目標 
 言葉による見方考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する

資質・能力を育成する。 

身に付けて 

ほしい学力 

・文章を読む楽しさを味わい、読書に親しむ態度 
・文章を読み、自分の考えを深め発展させる能力 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】 
 １ 明日をひらく 
 ２ 小説を楽しむ 

 ３ 詩を味わう 

【２学期】 

 ４ 名作を読む 

 ５ 社会に生きる 

 読書の広場 

【３学期】 

６ 表現を味わう 

読書の広場 

恋のうた 

・随想の読み方、味わい方、詩や俳句の鑑賞の

仕方を習得する。 

・作者の意図やイメージをとらえながら読み、 

 作者が読者に伝えたいことを考え、文学を楽

しむ態度を身に付ける 

・様々な文章を通して、自己のものの見方や考

え方を見つめ、社会や人生に対する見方を深

め、読書に親しむ態度を養う。 

・複数の資料から情報を読み取り、分析・解

釈して思考を深める力を身に付ける。 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・言葉には、想像や心情を豊か

にする働きがあることを理

解するとともに、語彙量を増

やし、文章の中で使うことを

通して、語感を磨き、語彙を

豊かにしようとしている。 

・深く共感したり豊かに想像す

る力を伸ばすとともに、創造

的に考える力を養い、他者と

の関わりの中で伝え合う力

を高め、自分の思いや考えを

広げたり深めたりしようと

している。 

・言葉が持つ価値への認識を深

めるとともに、生涯にわたっ

て読書に親しみ自己を向上

させ、言語を通して他者や社

会に関わろうとする態度を

身につけようとしている。 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、課題等の提出物等を総合的に判断して評価を行

う。 

学習の 

アドバイス 

１ 文章を読むことに対して、興味・関心を持つことが大切です。他者の考え方や表現の仕方

を通して学び取れることはたくさんあります。「コミュニケーションの能力」について様々

な視点から学ぶことのできる題材も豊富です。 

２ 的確に読み取るために言葉に関する知識も必要です。読む楽しさを味わうためにも積極的

に学習に取り組みましょう 

教材費 学習ノート 748円（税込み） 問題集 748円（税込み） 

その他  



令和７年度 シラバス 

教科名 国語 科目名 実践国語（２年次） 単位数 ２ 

授業形態 講義形式と実習（意見文・志望動機などの制作） 

選んで 

ほしい生徒 

１ 医療系専門学校への進学を希望する人 

２ ことばに対して興味・関心を持ち、知識の充実や国語力の向上を目指す人 

科目の目標 
社会人として必要とされる言語能力を養うために、国語を学ぶことを通して、ことばに対する

興味・関心を深め、伝え合う力の向上を図る。 

身に付けて 

ほしい学力 

・ ことばに対する興味・関心 

・ より深く自己を見つめ、自分の考えを相手に伝えるための語彙力、表現力  

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】 

１ 漢字 (漢字検定３級まで) 

２ 原稿用紙の使い方・意見文 

 

【２学期】 

 １ 漢字（漢字検定３級） 

 ２ 作文 

 

【３学期】 

 １ 漢字（準２級） 

 ２ 敬語・履歴書・実用文・面接 

・既習の漢字や慣用表現を確認し、漢字検定

３級の取得を目指すための学習をする。 

・原稿用紙の使い方を習得し、意見文を書

く。 

・漢字検定３級取得のための知識を身に付け

る。 

・自己の活動を見つめ、活動の意味を行い、

文章にまとめる。 

・漢字検定準２級取得のための知識を身に付

ける。 

・将来社会人として必要な国語の力を身に付

ける。 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・表現と理解に役立てるための

音声・文法・表記。語句・語

彙・漢字を理解し、知識を身

に付ける。 

・自分の考えをまとめたり深め

たりして、目的や場面に応じ

て筋道を立てて話したり、的

確に聞き取ったりする。 

・国語に対する関心を深め、国

語を尊重してその向上を図

り、進んで表現するととも

に、伝え合おうとする。 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、提出物、課題等を総合的に判断して評価を行

う。 

学習の 

アドバイス 

１ 日々の授業に関心を持って意欲的に取り組もう。 

２ 社会人として必要な知識・常識を身に付けるとともに、社会問題に対して自分なりの意見

を持とう。 

教材費 いきいきとアライブ国語常識 ６１０円 

その他 医療系専門学校希望者は必ず選択。 



令和７年度 シラバス 

教科名 国語 科目名 論理国語（３年次文理・Ｔ２） 単位数 ２ 

授業形態 講義形式 

選んで 

ほしい生徒 

１ 受験で現代文が必要な人 

２ 現代文の読解・鑑賞を通して思考力や表現力を高めたいという人 

科目の目標 

近代以降の文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ

方、考え方を深め、進んで読書することによって国語の向上を図り、人生を豊かにする態度を

育てる。 

身に付けて 

ほしい学力 

１ 読解力、思考力 

２ 情報を収集し、活用して表現する力 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

Ⅱ部 

７ 具体と抽象の関係を理解するために 

 

８ 批評するために 

 

９ 情報を関連付け自分の解釈を形成する

ために 

 

10 解釈を広げたり深めたりするために 

・随想を読んで、人生や自然について考えを

深める。 

・人間、社会、自然などに問題意識を持ち、

自己の考えを深める。 

・論理的文章の展開を理解し、自己の表現に

活用する。 

・自分の考えを論理的に表現するための基礎

を作る。 

・情報を分析し、的確に内容を読み取る力を

養う。 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・論理的文章の展開及び言葉の

特徴やきまり、漢字などにつ

いて理解し、知識を身に付け

ている。 

・文章を的確に読み取ったり、

目的に応じて幅広く読んだ

りして、自分の考えを深め、

発展させている 

・相手や目的、意図に応じた適

切な表現による文章を書き、

自分の考えをまとめ、深めて

いる。 

・国語で伝え合う力を進んで高

めるとともに、国語を尊重し

てその向上を図ろうとして

いる。 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、課題等の提出物等を総合的に判断し評価を行

う。 

学習の 

アドバイス 

１ 現代文素材に興味と問題意識を持つことが大切です。文章を何度も読み、自ら考えること

を惜しまないようにしましょう。 

２ 漢字や語句に関しては、継続した学習が効果的です。 

３ 課題等の提出物は期限を守り提出しましょう。 

教材費 『新 共通テスト対策 決戦現代文完答22＋6解答冊子タイプ』1,155円 

その他 ３年次に文理コースから総合コースに変更した生徒は必ず選択する。 



令和７年度 シラバス 

教科名 国語 科目名 文学国語（３年次） 単位数 ３ 

授業形態 講義形式 

選んで 

ほしい生徒 
四年制大学への進学を希望する文理コースの生徒 

科目の目標 
言葉による見方考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する

資質・能力を育成する。 

身に付けて 

ほしい学力 

１ 読解力、思考力 
２ 情報を収集し、活用して表現する力 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

（教科書のⅡ部の教材を学習します。） 
【１学期】 
１ 随想 
２ 小説 
３ 評論一 
４ 手紙を書く 

【２学期】 

１ 詩・短歌 

２ 随想 

３ 小説 

４ 評論 

【３学期】 

１ 小説 
２ 随想・評論 

・随想を読んで、人生や自然について考えを深

める。 

・人間、社会、自然などに問題意識を持ち、自

己の考えを深める。 

・登場人物の人物像や心情の推移を読み取る。 

・小説の展開を丁寧に追って作品の主題に迫

る。 

・自分の考えを論理的に表現するための基礎を

作る。 

・詩や短歌・俳句の鑑賞方法を習得する。 

・様々な文の形式や書き方を理解し、ポップ

を作成する。 

・言葉をとおして他者や社会との関わりを深

める。 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・生涯にわたる社会生活に必要

な国語の知識や技能を身に

付けるとともに、我が国の言

語文化に対する理解を深め

ようとしている。 

・深く共感したり豊かに想像し

たりする力を伸ばすととも

に、創造的に考える力を養

い、他者との関わりの中で伝

え合う力を高め、自分の思い

や考えを広げたり深めたり

している。 

・言葉が持つ価値への認識を深

め、生涯にわたって読書に親

しみ自己を向上させ、我が国

の言語文化の担い手として

の自覚を深め、言葉を通して

他者や社会に関わろうとし

ている 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、課題、提出物等を総合的に判断して評価を行う。 

学習の 

アドバイス 

・課題を提出期限内に提出しましょう。 

・「考えること」「書くこと」を惜しまず、自らの世界を広げる努力をしましょう。 

教材費 学習課題 ７４８円（税込み） 問題集 ６９３円（税込み） 

その他 「力をつける古典２」（桐原書店）も使用します。 



令和７年度 シラバス 

教科名 国語 科目名 小論文（３年次） 単位数 ４ 

授業形態 講義形式と実習（小論文・レポートなどの作品制作） 

選んで 

ほしい生徒 
大学や専門学校進学を考えており、入試で小論文が必要である生徒 

科目の目標 
 現代社会が抱える様々な問題を積極的に考え、それを論理的に表現する力を育み、コミュニ

ケーション能力を高める。 

身に付けて 

ほしい学力 
小論文やレポートを作成することにより、自分の考えを適切に表現していく力 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

【１学期】 
 １ 文章を書く基本 

 ２ 小論文とは何か 

 ３ 小論文の書き方 

 

【２学期】 

 ４ さまざまな出題形式 

 ５ バリエーション豊かな課題への対応 

 

【３学期】 

 ６ よりよい小論文のために 

・小論文を書くために必要な基礎的な力を養

う。 

 

・論理的な思考に不可欠なさまざまな知識を収

集する方法を学び、実際に収集する。 

 

・論理的な思考力を養うため、資料分析や資料

の比較などの思考方法を学ぶ。 

 

・さまざまな形式の小論文の書き方を身に付け

る。 

 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・表現と理解に役立てるための

語句語彙、漢字等を理解し知識

を身に付けている。 

・評論文を的確に読み取り、自分

の考えを深めたり、発展させた

りする。 

・目的や場面に応じ、筋道を立て

て話したり、聞き取ったりす

る。 

・相手や目的に応じ、筋道を立て

て適切に文章を書く。 

・小論文に対する関心を深め、収

集した情報に対する考察を積

極的に言葉にして文章にまと

めようとする。 

・意見交換を通して自己の考察

を深め、主体的に社会に関わる

姿勢を持とうとする。 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、作品制作、課題等の提出物を総合的に判断して

評価を行う。 

学習の 

アドバイス 

１ 社会の動きやニュースに常に関心を持ち、小論文を書くための知識を増やしておこう。 

２ 授業中の制作や提出物が多いので、授業を欠席することのないように気を付け、課題など

の作品は、忘れず遅れず提出しよう。 

教材費 

ＳＧＤｓ現代文（三省堂）７４８円（税込み） 

ジャンル別キーワード解説（桐原書店）５１７円（税込み） 

ジャンル別キーワード解説準拠ワークブック（桐原書店）４５１円（税込み） 

その他 文理コースの選択科目です。 



令和７年度 シラバス 

教科名 国語 科目名 文学国語（３年次） 単位数 ２ 

授業形態 講義形式 

選んで 

ほしい生徒 
総合コース全員 

科目の目標 

近代以降の様々な文章を読むことによって、我が国の言語文化や環境に対する理解を深め、社

会人として必要とされる言語能力を養う。また、表現の特徴や効果を理解した上で、自分の思

いや考えをまとめ、適切かつ効果的に表現して他者と伝え合う能力を育成する。 

身に付けて 

ほしい学力 

・文章を読む楽しさを味わい、読書に親しむ態度 

・文章を読み、自分の考えを深め発展させる能力 

学習計画 

単元・教材 学習のあらまし 

Ⅱ部 

８ 想像と創造（文学の想像力を捉える） 

９ 作品の変貌（言語文化の可能性を追求

する） 

10 文学の普遍性①（時代を超えて生きる

古典文学をたずねる） 

11 文学の普遍性②（空間を超えて生きる

翻訳文学の価値を見つける） 

12 文学の普遍性③（自分と未来をつなぐ

文学の魅力を探る） 

・小説の舞台設定、構成、文体の特徴を的確

に把握し、特徴的な表現の効果について考

える。 

・登場人物の心理の変化を読み取り、物語に

ついて想像し、他者に伝えるための表現を

工夫する。 

・登場人物の心の交わりを的確に読み取る。・

同訓異字・同音異字、類義語・対義語につ

いて適切な使い方を理解する。 

評価の観点・ 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・言語文化及び言葉の特徴など

の理解を深め、知識を身につ

けている。 

・目的に応じて、まとまりのあ

る近代以降の文章を読み、自

分の考えを深め、発展させて

いる。 

・自分の考えを深め、学んだ語

彙を利用することで、相手や

目的に応じて適切に表現し

ている。 

・文章を読む楽しさを味わい、

読書に親しむとともに、言語

文化に対する関心を深めよ

うとしている。 

上記の観点を踏まえ、定期考査、授業態度、課題等の提出物等を総合的に判断して評価を行

う。 

学習の 

アドバイス 

１ 文章を読むことに対して、興味・関心を持つことが大切です。他者の考え方や表現の仕方

を通して学び取れることはたくさんあります。 

２ 的確に読み取るために言葉に関する知識も必要です。読む楽しさを味わうためにも積極的

に学習に取り組みましょう。 

教材費 
『力をつける現代文ステップ１ 新訂版』  682円 

『国語必携 パーフェクト演習 三訂版』  638円 

その他 総合コースの科目です。 




